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“
冷
や
す
”
ビ
ジ
ネ
ス
は
１
８
０
０
年
初
頭
米
国
人

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
が
、
湖
か
ら
天
然
の

氷
を
切
り
出
し
、
蔵
氷
、
販
売
し
た
の
が
最
初
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
天
然
氷
は
ボ
ス
ト
ン
港
か
ら
世

界
中
に
輸
出
さ
れ
、
日
本
で
は
横
浜
港
に
陸
揚
げ
さ

れ
た
。
ボ
ス
ト
ン
氷
は
非
常
に
高
価
で
、
明
治
後
半

の
記
録
で
は
み
か
ん
箱
程
度
の
大
き
さ
で
５
０
万
円

以
上
も
し
た
と
あ
り
、
主
に
火
傷
や
高
熱
を
出
し
た

人
を
対
象
に
し
た
治
療
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

日
本
で
は
、
１
８
７
１
年
、
中
川
嘉
兵
衛
が
函
館
・

五
稜
郭
で
採
取
し
た
氷
を
「
函
館
氷
」
と
し
て
販
売

を
開
始
し
た
。

“
冷
や
す
”
が
一
般
化
し
た
の
は
世
界
大
戦
が
終
了

し
た
１
９
４
５
年
以
降
。
世
界
中
で
爆
発
的
に
人
口

が
増
加
し
、
タ
ン
パ
ク
源
と
な
る
水
産
物
や
畜
産
物

の
輸
送
、
長
期
保
存
を
行
う
に
は
“
冷
や
す
”
こ
と

が
品
質
保
持
に
有
効
で
あ
る
と
言
う
認
識
が
定
着
し

て
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。
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｢

当
社
の
歴
史
は

“
冷
や
す
”
と
の
闘
い
で
あ
る｣

地球温暖化問題
環境対策

食品事故多発
安心・安全

消費の多様化
少量・多品種

２０２０年
１００万㌧突破！

１９９９年
５０万㌧突破！

１９９０年
３０万㌧突破！



地球温暖化問題
環境対策

食品事故多発
安心・安全

消費の多様化
少量・多品種
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急激な経済発展
大量生産・大量消費

当社の保有庫腹量の推移

日
本
に
お
い
て
は
、
戦
後
の
復
興
か
ら
急
激
な
経
済

発
展
の
過
程
で
都
市
部
へ
の
人
口
流
入
が
進
ん
だ
。

そ
の
た
め
産
地
か
ら
消
費
地
へ
の
食
料
の
輸
送
が
増

加
し
、
食
品
の
保
管
場
所
と
し
て
冷
蔵
倉
庫
の
ニ
ー

ズ
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

当
社
は
戦
後
間
も
無
い
１
９
４
８
年
、
“
冷
や
す
”

と
言
う
ニ
ー
ズ
が
日
本
で
も
拡
大
し
始
め
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
創
業
さ
れ
た
。

１
号
倉
庫
で
あ
る
横
浜
工
場
が
完
成
し
た
当
時
は
、

財
産
で
も
あ
る
自
身
の
荷
物
を
他
人
の
倉
庫
に
預
け

る
こ
と
が
一
般
化
し
て
お
ら
ず
、
当
社
も
ま
た
、

「
冷
蔵
倉
庫
業
」
と
し
て
専
門
に
行
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
保
有
す
る
冷
蔵
倉
庫
は
自
社
で
販
売
す

る
食
品
の
保
管
用
施
設
と
し
て
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
創
業
者
（
故
吉
橋
伊
佐
男
）
が
米
国
視
察

に
行
き
、
冷
蔵
物
流
の
重
要
性
と
成
長
性
に
目
を
付

け
、
帰
国
後
た
だ
ち
に
冷
蔵
倉
庫
業
を
当
社
の
主
軸

事
業
と
す
べ
く
舵
を
切
っ
た
。

そ
し
て
、
本
格
的
に
”
冷
や
す
”
と
の
闘
い
が
始

ま
っ
た
。

１９７８年
１０万㌧突破！



冷
却
の
原
理

冷
却
と
は
、
冷
媒
が
液
体
か
ら
気
体

に
変
化
す
る
際
、
周
り
か
ら
熱
を
奪

う
作
用
を
利
用
し
低
温
状
態
に
す
る

こ
と
。

冷
却
設
備
は
、
冷
媒
の
状
態
変
化

（
液
体⇔

気
体
）
に
よ
る
熱
移
動
を

効
率
的
に
作
り
出
す
一
連
の
設
備
の

総
称
で
、
冷
却
設
備
の
標
準
的
な
構

成
は
上
図
の
通
り…

・
圧
縮
機
（
冷
凍
機
）

・
蒸
発
器
（
ク
ー
ラ
ー
）

・
凝
縮
器
（
コ
ン
デ
ン
サ
）

・
膨
張
弁

・
そ
の
他
（
受
液
器
、
ポ
ン
プ
等
）

主
な
冷
却
シ
ス
テ
ム
に
は
、
「
液
ポ

ン
プ
式
」
「
直
接
膨
張
式
」
そ
し
て

「
Ｎ
Ｈ
３
／
Ｃ
Ｏ
２
式
」
が
あ
る
。

基本的な冷却システム



ロ
ー
レ
シ
ー
バ
ー
＆
液
ポ
ン
プ
式
（
強
制
液
循
環
方
式
）
冷
却
シ
ス
テ
ム

昭
和
３
０
年
～
６
０
年
頃
に
か
け
て
大
型
冷
蔵
倉

庫
で
は
主
流
の
シ
ス
テ
ム
で
、
高
い
冷
却
効
率
を

誇
っ
て
い
る
。
ロ
ー
レ
シ
ー
バ
ー
の
入
り
口
の
配

管
に
膨
張
弁
を
設
置
し
ロ
ー
レ
シ
ー
バ
ー
内
で
冷

媒
を
断
熱
膨
張
さ
せ
る
方
式
。
ロ
ー
レ
シ
ー
バ
ー

内
の
下
部
に
約
マ
イ
ナ
ス
３
５
度
程
度
の
冷
媒
液

（
飽
和
液
）
を
溜
め
、
こ
れ
を
液
ポ
ン
プ
で
各
冷

蔵
庫
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
蒸
発
器
（
ユ
ニ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
や
ヘ
ア
ピ
ン
コ
イ
ル
）
に

送
り
庫
内
の
冷
却
を
行
う
。

液
ポ
ン
プ
式
は
熱
効
率
に
優
れ
、

直
膨
式
に
比
べ
て
電
気
使
用
量
は

少
な
い
反
面
、
冷
媒
保
有
量
が
多
く

な
る
た
め
事
故
発
生
時
に
は
直
膨
式

に
比
べ
て
冷
媒
の
漏
え
い
リ
ス
ク

が
大
き
い
。

枕崎工場の機械室内

液ポンプ式システム図



装
置
が
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
の
で
、
比
較
的
安
価

な
冷
却
シ
ス
テ
ム
。
小
型
か
ら
中
型
の
設
備
が
多

く
、
当
社
で
は
子
安
工
場
（
昭
和
４
４
年
竣
工
）

か
ら
導
入
し
て
い
る
。

各
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
ヘ
ア
ピ
ン
コ
イ
ル

の
入
り
口
の
配
管
に
膨
張
弁
を
設
置
し
、
冷
媒
を

断
熱
膨
張
さ
せ
る
方
式
。

液
ポ
ン
プ
方
式
に
比
べ
て

冷
媒
の
必
要
量
が
少
な
い

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、

熱
効
率
が
液
ポ
ン
プ
式

（
強
制
循
環
式
）
に
比
べ

て
悪
い
の
で
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
高
い
。

直
膨
式
（
直
接
膨
張
方
式
）
冷
却
シ
ス
テ
ム

直膨式システム図

喜茂別物流センター（凍結用）



ア
ン
モ
ニ
ア
を
一
次
冷
媒
、
炭
酸
ガ
ス

を
二
次
冷
媒
と
し
た
冷
却
シ
ス
テ
ム
。

温
暖
化
対
策
が
社
会
問
題
と
な
る
昨
今
、

環
境
性
と
安
全
性
を
兼
ね
備
え
た
冷
却

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
産
業
用
冷
却
設
備

の
分
野
に
お
い
て
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

毒
性
冷
媒
で
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
隔

離
さ
れ
た
機
械
室
等
の
内
部
に
の
み
存

在
す
る
た
め
、
保
有
量
が
少
な
く
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

高
効
率
化
さ
れ
た
最
新
の
専
用
冷
凍
機

の
開
発
が
進
ん
で
お
り
省
エ
ネ
率
は
高

い
が
、
装
置
が
複
雑
な
た
め
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
特
殊
技
術
が
必
要
。
ま
た
、
設

置
コ
ス
ト
も
比
較
的
高
い
。

Ｎ
Ｈ
３
（
ア
ン
モ
ニ
ア
）
／
Ｃ
Ｏ
２
（
炭
酸
ガ
ス
）
式
冷
却
シ
ス
テ
ム

NH3／Co2 冷却システム図



レ
シ
プ
ロ
式
冷
凍
機

（
高
速
多
気
筒
冷
凍
機
）

②

⇒

① ③ ④

① ② ③ ④

⇒

⇒ ⇒

ス
ク
リ
ュ
ー
式

冷
凍
機

冷
凍
機
と
は
？

一
般
的
に
圧
縮
機
を
含
む
各
種
機
器

（
油
ポ
ン
プ
、
油
分
離
器
等
）
を
搭

載
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
言
う
。

油
分
離

器
、
油
冷
却
器
の
み
を
搭
載
し
た
ユ

ニ
ッ
ト
（
圧
縮
機
ユ
ニ
ッ
ト
）
、
こ

れ
に
水
冷
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
搭
載
し

た
ユ
ニ
ッ
ト
（
コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ

ニ
ッ
ト
）
、
さ
ら
に
冷
水
（
冷
ブ
ラ

イ
ン
）
を
取
り
出
せ
る
蒸
発
器
を
積

ん
で
一
体
化
し
た
も
の
を
冷
水
チ

ラ
ー
と
呼
ぶ
。
冷
凍
機
は
冷
媒
ガ
ス

を
吸
入
、
圧
縮
し
て
吐
き
出
す
機
構

を
有
し
て
い
て
、
こ
れ
は
冷
媒
ガ
ス

の
圧
力
を
上
げ
て
、
液
化
（
放
熱
）

し
や
す
く
さ
せ
る
と
と
も
に
、
冷
凍

サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
冷
媒
ガ
ス
の
循

環
を
さ
せ
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
持
っ

て
い
る
。

⇒ ⇒

主な圧縮機（レシプロ式ＶＳスクリュー式）の動き



立型冷凍機（中須製作所製）
初期の冷凍機として広く使われ、当社では横浜工場と
養老工場の2カ所で導入されていた。



立
型
冷
凍
機
は
、
高
速
多
気
筒
冷
凍

機
（
レ
シ
プ
ロ
式
冷
凍
機
）
が
登
場

す
る
昭
和
３
０
年
代
ま
で
主
流
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
冷
凍
機
で
し
た
。

立
型
冷
凍
機
の
ピ
ス
ト
ン
は
直
列
に

配
置
さ
れ
、
気
筒
数
は
２
気
筒
～
４

気
筒
、
回
転
数
は
約
２
５
０
～
４
０

０rpm

、
高
速
多
気
筒
は
ピ
ス
ト
ン
が

Ｗ
形
又
は
Ｖ
形
に
配
置
さ
れ
、
回
転

数
は
約
９
８
０
～
１
，
８
０
０rpm

立
型
冷
凍
機
に
は
二
段
圧
縮
機
（
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
圧
縮
機
）
は
無
く
、
全

て
単
段
冷
凍
機
で
す
。
立
型
冷
凍
機

で
二
段
圧
縮
を
行
う
場
合
、
低
段
用

圧
縮
機
と
高
段
用
圧
縮
機
を
別
々
に

設
置
す
る
ブ
ー
ス
タ
ー
方
式
が
と
ら

れ
て
い
た
。
初
期
の
高
速
多
気
筒
冷

凍
機
も
単
段
圧
縮
機
で
し
た
。

立
型
冷
凍
機

ピ
ス
ト
ン
が
直
列
配
置
の
た
め

振
動
が
大
き
く
、
防
止
対
策
に

大
き
な
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
が
付

け
ら
れ
て
い
た
。

長
谷
川
鉄
工
製
Ｓ
Ｕ
Ａ‐

３
０
５‐

４



高
速
多
気
筒
冷
凍
機

通
称
「
レ
シ
プ
ロ
式
冷
凍

機
」
と
呼
ば
れ
る
。
冷
凍

機
（
圧
縮
機
）
は
、
冷
媒

ガ
ス
を
吸
入
・
圧
縮
し
て

吐
き
出
す
機
械
で
、
冷
媒

ガ
ス
の
圧
力
を
上
げ
て
液

化
（
凝
縮
）
し
や
す
く
さ

せ
る
と
と
も
に
、
冷
媒
ガ

ス
を
庫
内
に
循
環
さ
せ
る

ポ
ン
プ
の
役
割
を
持
つ
。

高
速
多
気
筒
冷
凍
機
は
、

振
動
や
騒
音
が
大
き
く
、

主
に
ア
ン
モ
ニ
ア
や
フ
ロ

ン
ガ
ス
（
Ｒ
２
２
な
ど
）

を
冷
媒
と
す
る
産
業
用
の

大
型
冷
凍･

冷
蔵
装
置
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

新港埠頭工場（昭和38年竣工）
当社最初の二段圧縮の高速多気筒冷凍機と蒸発式凝縮器
（通称エバコン）が導入された。



旧名古屋工場（昭和40年竣工）のブースター冷凍機
当社で現存するのは、タイのサムロン工場（第１期
1991年竣工）で導入したものだけです。

ブ
ー
ス
タ
ー
冷
凍
機

低
段
側
の
単
段
圧
縮
機
と
高
段

側
の
単
段
圧
縮
機
を
組
み
合
わ

せ
た
冷
凍
機
。
圧
縮
機
の
高
段

と
低
段
の
押
し
の
け
量
比
率
は

１
対
２
も
し
く
は
１
対
３
な
の

で
、
同
じ
押
し
の
け
量
の
圧
縮

機
で
あ
れ
ば
、
１
対
２
の
場
合

３
台
、
１
対
３
な
ら
４
台
必
要

と
な
る
。
高
段
側
の
圧
縮
機
を

小
さ
く
し
、
低
段
側
の
圧
縮
機

を
１
台
に
抑
え
た
場
合
も
高
速

多
気
筒
２
段
機
に
比
べ
広
い
ス

ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
ま
す
。

設
置
面
積
の
問
題
で
、
日
本
や

船
舶
で
は
高
速
多
気
筒
冷
凍
機

が
主
流
だ
が
、
国
土
の
広
い
地

域
で
は
ブ
ー
ス
タ
ー
冷
凍
機
が

今
で
も
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。



ス
ク
リ
ュ
ー
式
冷
凍
機

オ
ス
、
メ
ス
２
つ
の
歯
形
を

持
つ
ロ
ー
タ
ー
の
ね
じ
が
平

行
に
か
み
合
い
、
溝
の
中
に

吸
入
し
た
冷
媒
ガ
ス
を
圧
縮

す
る
構
造
の
冷
凍
機
。

往
復
動
式
（
レ
シ
プ
ロ
式
冷

凍
機
）
に
比
べ
、
振
動
が
少

な
く
、
無
段
階
に
容
量
制
御

で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

新港埠頭工場（昭和38年竣工）
当社最初の二段圧縮の高速多気筒冷凍機と蒸発式凝縮器
（通称エバコン）が導入された。
旧東京工場（昭和40年竣工）
竣工当時のスクリュー式冷凍機

スクリュー式冷凍機
の内部構造



ス
ク
ロ
ー
ル+

ロ
ー
タ
リ
ー
式
冷
凍
機

ス
ク
ロ
ー
ル
圧
縮
機
と
ロ
ー
タ
リ
ー

圧
縮
機
を
組
み
合
わ
せ
た
二
段
圧
縮

機
で
、
高
負
荷
時
の
効
率
に
優
れ
た

ス
ク
ロ
ー
ル
圧
縮
機
構
を
高
段
側
、

低
負
荷
時
の
効
率
に
優
れ
た
ロ
ー
タ

リ
ー
圧
縮
機
構
を
低
段
側
に
配
置
し
、

中
圧
部
の
気
液
分
離
器
に
よ
る
ガ
ス

イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
冷
凍
能
力
の
確
保
な
ら
び
に

全
運
転
領
域
で
の
高
効
率
化
を
両
立

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２

冷
媒
特
有
の
運
転
圧
力
の
高
さ
に
関

す
る
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。

東
京
羽
田
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｃ

級
用
と
し
て
導
入
し
た
が
、
使
え
る

温
度
帯
は
マ
イ
ナ
ス
５
度
か
ら
マ
イ

ナ
ス
４
５
度
ま
で
、
と
Ｆ
級
用
と
し

て
も
利
用
可
能
。

CO２冷媒冷凍機用のユニット
（Ｃーpuzzle）に使用されてい
る２種類の圧縮方式



東京羽田物流センター（2018年竣工）屋上に設置
されているCO2冷媒冷凍機ユニット「C-puzzle」
この冷凍機は三菱重工業株式会社で作られ、工場
からロールアウトされた1号機と2号機です。
つまり、「C-puzzle」として世界で最初に設置さ
れたものとなります。



福岡アイランドシティー物流センター
2021年竣工

「会社は社会の公器であり
利益は奉仕の尺度である」


